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論文
ICTを活用した家庭科教育の現状

― 2006 年～ 2020 年の文献分析を通して ―

加　藤　佐千子・安　川　涼　子・青　木　加奈子

キーワード：ICT、家庭科教育

1．はじめに

令和 2 年 2 月 21 日中央教育審議会初等中等教育分科会新しい時代の初等中等教育の在り方特別部会
は、「GIGA スクール構想の実現に向けた ICT 活用指導力の向上及び指導体制の充実」1）を示した。ICT

（Information and Communication Technology）とは情報通信技術のことである。同年 3 月文部科学省
は、教員養成を行う大学長に向けて「学校の ICT 環境整備の充実に対応した教員養成などの充実につ
いて」を通知 2）した。その矢先に時を同じくして世界中で COVID-19 の感染症が広がり、わが国も感
染拡大の危機に直面した。教育現場では大学だけでなく初等中等教育において、遠隔・オンライン教
育が必須となり、コロナ禍は多くの社会変化をもたらした。個々の生徒や学生の情報通信機器環境の
整備も急速に進められ、オンデマンド授業、ハイブリッド型授業、ブレンド型授業、フレックス型授
業というワードが一瞬のうちに教育界に広まった。生徒や学生、教員も相当の負担を感じつつ、その
一方で取り入れざるを得なかったオンライン教育は、教育者側にとっても学生や生徒側にとっても一
定の成果を実感できたことは否めない。感染収束後、世界は「ニューノーマル」に移行していくこと
が望まれている 3）。コロナ感染拡大により生じた教育変化を凌ぐような変化が今後も求められる。教育
者は、たとえ面接授業（対面授業）が全面的に可能でも、より効果的な教授方法、より学びを深める
授業を取り入れ「令和の日本型学校教育（中央教育審議会答申令和 3 年 1 月 26 日）」3）を構築していか
ねばならない。その意味で教員養成を行う大学の責任は大きいといえる。すなわち、学習者の伴走者
として適切な方法を取捨選択できる能力を持った教員を養成する必要がある。

山際・宇多 4）は、教員養成課程の大学生を対象に 2015 年度から 2019 年度の 5 年間における情報教
育の推移を調査している。そこでは、入学時における学生の情報処理能力にばらつきがあり多様化し
ていること、高校における教科のひとつとして「情報」が始まって 16 年が経過し、中学校の技術・家
庭科の技術分野においても「情報とコンピュータ」として教育が始まってから 17 年が経過している中、
知識としての情報については学習しているものの、「実践力と実践に必要な基本技能はあまり備わって
いない」ことを指摘している。変化の激しい、また予測のできない時代において、教育現場で ICT を
活用できる指導力の向上や指導体制の充実に向けての取り組みはこれまで以上に喫緊の課題であろ
う。さらに、文部科学省は「教員の ICT 活用指導力チェックリスト」5）を平成 30 年 6 月に改訂した。
教員には、教員自身の ICT 活用能力（教材研究・指導の準備・評価・公務などに ICT を活用する能力、
授業に ICT を活用して指導する能力）だけではなく、児童生徒の ICT 活用能力（児童生徒の ICT 活
用を指導する能力、情報活用の基礎となる知識や態度について指導する能力）を高める指導力が求め
られている。教員養成を行う指導者側においては、教員を目指す学生にこれらの指導力を身につけさ
せた上で教員免許取得へと導く必要がある。

そこで本研究は、2020 年 12 月時点において公開されている小学校・中学校・高等学校の家庭科と
ICT との関連をみた研究をもとに、これまでの家庭科教育において活用された ICT 機器、活用分野等
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について整理し、現状を把握することを目的とする。そこから得られた知見は、ICT 活用指導力を持
つ家庭科教員養成に資することができると考えられる。

2．研究の方法

（1）検索方法
「家庭科」「ICT」をキーワードとし、データベース CiNii Articles を用いて、家庭科教育における

ICT 活用に関連する文献を検索した。検索日は 2020 年 12 月 5 日（14 時 30 分 00 秒）である。この時
点で 2006 年 1 月 1 日～ 2020 年 12 月 5 日の期間に発表された 114 件が抽出された（重複していたもの
は削除した）。また、内容を吟味した結果 ICT 活用と関連がない論文や、家庭科以外の教科や技術分野
における研究論文など（24 件）は分析から除き、合計 90 件（この内、発表要旨集及び 概集計 43 件
を含む）を分析対象とした。

（2）分析方法
抽出した文献について、「研究法」「対象者」「ICT を活用した内容」「活用した ICT 機器など」につ

いて整理した。「研究法」は、アンケート、授業実践、教材研究、事例報告、その他などに分類した。
実態調査を行い報告した文献を「アンケート」、実際に執筆者が教材開発などして授業実践をしている
場合を「授業実践」、授業実践は行わず、教材開発についての内容を「教材研究」、他者の授業実践を
まとめたり、紹介したりしている内容を「事例研究」として分類した。また、これらのいずれにも属
さない内容を「その他」として分類した。なお、授業実践の研究は、事前事後に意識調査などのアン
ケートも実施しているが分類では「授業実践」とした。「対象者」は、アンケート回答者や授業を受け
た人たちが誰であるかを示した。「ICT を活用した内容」とは、ICT 活用を試みた授業の内容や領域・
分野を記した。具体的に題材名が記載されているものはそのままを記すよう心掛けた。「活用した ICT
機器など」とは、使用された機器類やソフト類、デジタル教材、ネットワークシステムなど ICT 活用
に関連していると考えられる用語を抽出した。

3．結果

分析結果を表 1 ～ 3、図 1 に示した。なお、要旨・ 概の内容は論文と重複するものがあるため本文
中で件数を記載する際は、要旨・ 概集の件数を（　）内に記した。

（1）年度別件数
各年の件数は、2020 年 6 件（0 件）、2019 年 9 件（0 件）、2018 年 8 件（13 件）、2017 年 6 件（11 件）、

2016 年 2 件（5 件）、2015 年 4 件（5 件）、2014 年 4 件（3 件）、2013 年 2 件（0 件）、2012 年 2 件（2
件）、2011 年 0 件（2 件）、2010 年 2 件（1 件）、2009 年と 2007 年各 1 件（各 0 件）、2006 年 0 件（1 件）
であった。2006 年以前の論文は検出されず、2006 年頃から徐々に増加してきたことが明らかである

（表 1 参照）。

（2）研究法及び対象者
研究の分類は、アンケートが 8 件（14 件）、授業実践が 21 件（21 件）、教材開発が 5 件（4 件）で

あった（図 1）。アンケートの回答者の分類では教員 3 件（9 件）、大学生 5 件（1 件）、高校生 0 件（1
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表1　CiNii Articles による検索結果（キーワード「家庭科」「ICT」(2000年 1月～2020年 12月））

文献 ID 著者（発表年）
論文
の種
類 a）

研究法 b） 対象
ICT を活用した内容・

領域・分野 活用機器等

（アンケート、その他の文献については調査の概要等）

2006 － 1 赤塚・下村（2006）6） B 授業実践 高校生 調理 書画カメラ、プロジェクター、PC、デジカメ

2007 － 1 白井・山口（2007）7） A その他 高校生 国政交流プログラムの企画・実践 moodle

2009 － 1 山口ら（2009）8） A その他 中・高・大学生 家庭科や家政学の領域 moodle

2010 － 1 高橋（2010）9） A 授業実践 高校生 消費生活 VTR

2010 － 2 安部 ・大竹（2010）10） B 授業実践 小学生 ミシンの使い方 Flash アニメ教材、実写 DVD 教材

2010 － 3 高橋ら （2010）11） A その他 小学校・中学校 2008 年 3 月公示の小学校・中学校の学習指導要領における情報化に関する記述を抽出・
分類した研究。ここでは、小学校の体育と家庭、中学校の特別活動において記述がない
ことを指摘。

2011 － 1 鈴木・永田（2011）12） B 教材開発 教員 ガイダンス教材としての絵本 パワーポイント

2011 － 2 有友（2011）13） B 授業実践 聴覚特別支援学
校中学部生徒

日常着の手入れ 電子黒板、黒板アシスタント、スマートボード、動
画再生ソフトシークバー

2012 － 1 有友（2012）14） B 授業実践 聴覚特別支援学
校中学部生徒

調理実習 プレゼンテーションソフト、デジタルポートフォリ
オ、電子黒板、タブレット、静止画 / 動画、デジタ
ルノート

2012 － 2 藤田ら（2012）15） B 授業実践 中学生 製作実習 ICT の詳細は読み取れない

2012 － 3 小清水ら（2012）16） A 学生の授業実践 大学生 食分野 実物投影機、プロジェクター、デジタルカメラ

2012 － 4 寺山（2012）17） A 授業実践 小学生 衣生活玉結び 実物投影機、電子黒板、大型テレビ、タッチペン、
パソコン

2013 － 1 青木ら（2013）18） A アンケート 大学生 教職 e ポートフォリオ導入初期
段階における教育効果の考察と
問題点の把握

教職 e ポートフォリオ

2013 － 2 小山田（2013）19） A 授業実践 高校生 住生活 iPad タブレット端末（カメラ付き）、プレゼンテー
ションソフト、テレビ、情報投影装置

2014 － 1 速水（2014）20） A 授業実践 高校生 住居領域 電子黒板、書画カメラ、DVD、インターネット、学
習ソフト、デジタルカメラ

2014 － 2 小島（2014）21） A 授業実践 小学生 五大栄養素 電子黒板、パワーポイント、スキャナカメラ、デジ
タル教材

2014 － 3 速水（2014）22） B 授業実践 高校生 住居領域 電子黒板、書画カメラ

2014 － 4 亀﨑ら（2014）23） B 授業実践 高校生 快適な住まいと暮らし タブレット PC、DVD 視聴、中継無料アプリの Twist 
Casting（ツイキャス）

2014 － 5 藤田・志村（2014）24） B アンケート 教員 家庭科における言語活動についての実践の現状を調査し、ICT 機器を活用すると子ども
同士のやり取りが生まれ、言語活動に繋がることを報告した

2014 － 6 根建ら（2014）25） A 教材開発 教員 調理と被服 iPad、Moodle、スマートフォン、YouTube へのアッ
プロード、Moodle フィードバック機能

2014 － 7 速水（2014）26） A その他 学習指導要領・
教科書等

「教育の情報化に関する手引き」をもとに学校教育において児童生徒に身につけさせる
情報活用能力について整理し、「学習指導要領」から家庭科で育成できる情報活用能力
を整理・分析した

2015 － 1 筒井（2015）27） A 事例報告 小学生 衣生活、食生活、家族、住生活 実物投影機、電子黒板、大型テレビ、動画、デジタ
ルコンテンツ、デジタルカメラ

2015 － 2 櫻井（2015）28） A 授業実践 高校生 人と環境の共生、持続可能な社会 タブレット「Post-it」使用、「keynote」使用、DVD、
電子黒板

2015 － 3 貴志（2015）29） A 教材開発 小学生 生活時間の過ごし方 エクセル、タブレット PC

2015 － 4 村上・鈴木（2015）30） B アンケート 大学生 衣生活における環境配慮意識と行動の実態について調査し、家庭科における環境配慮意
識向上を支援するスマーフォンを利用したアプリケーションソフトウエアを試案した。
スマートフォン

2015 － 5 堀内（2015）31） B アンケート 教員 教員養成系大学で家庭科教育を担当する教員の学校現場の家庭科教員に対する研修や
活動の実態を調査し、現場教員は ICT に不慣れであるとの課題を明らかにした。ウェ
ブアンケートシステム Lime Survey 

2015 － 6 有友（2015）32） B 授業実践 聴覚特別支援学
校中学部生徒

調理実習 タブレット PC、デジタルポートフォリオ

2015 － 7 村上ら（2015）33） B 授業実践 大学生 不明 AR（Augmented Reality; 拡張現実）、フリーソフト
「Metasequoia」、「ARToolkit」

2015 － 8 佐藤（2015）34） B 教材開発 中学生、高校生 食用可能な理科の教材、調理実習 実物大投影機、ipad、動画

2015 － 9 室伏（2015）35） A その他 高校生 保育幼児向けの玩具 ３D プリンター

2016 － 1 速水（2016）36） B 授業実践 高校生 住居領域 電子黒板、実物投影機

2016 － 2 高橋ら（2016）37） A 教材開発 大学生 衣生活 タブレット PC、デジタルカメラ、動画

2016 － 3 寺嶋 ら（2016）38） A アンケート 大学生 活用指導力は模擬授業実施群と非実施（児童役）群を比較した結果、模擬授業を取り入
れたほうが、ICT の技術的、教育的技術の両視点から改善が見込め、ICT 活用指導力に
変化がある

2016 － 4 志賀・青木（2016）39） B 授業実践 中学生 衣生活 ICT の用語はあるが、具体的な内容は読み取れない
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文献 ID 著者（発表年）
論文
の種
類 a）

研究法 b） 対象
ICT を活用した内容・

領域・分野 活用機器等

（アンケート、その他の文献については調査の概要等）

2016 － 5 有友（2016）40） B 授業実践 聴覚特別支援学
校中学部生徒

調理実習 デジタルポートフォリオ、タブレット PC 、動画編
集アプリ、ポイントムービー

2016 － 6 速水（2016）41） B 授業実践 高校生 住居領域 電子黒板、書画カメラ

2016 － 7 村上ら（2016）42） B 授業実践 中学生、高校生 調理の盛り付け AR、フリーソフト「Metasequoia」・「ARToolkit」

2017 － 1 松尾ら（2017）43） A 事例報告 小学校 調理実習、衣服実習 動画、デジタル教材、デジタル教科書、タブレット
型 PC、電子黒板、写真共有サービス（Picasa）、Picasa
プロジェクタ、実物投影機、スキャナー、カメラ、
書画カメラ、PowerPoint、デジタルコンテンツ

2017 － 2 鄭ら（2017）44） A 学生の授業実践 中学生 衣生活、食生活、保育、消費・環
境、住生活

タブレット、モニター

2017 － 3 三野（2017）45） A 学生の授業実践 大学生 衣生活領域、食生活領域、保育領
域、消費・環境領域、住生活領域

動画、字幕、iPad、PC、eALPS のフォーラム活動モ
ジュール

2017 － 4 福田・松下（2017）46） A 授業実践 大学生 調理実習 デジタルコンテンツ、動画、静止画

2017 － 5 岩﨑（2017）47） A 学生の授業実践 大学生 衣生活、環境、住生活、保育、食
生活、消費生活

SNS、ツイッター、

2017 － 6 成島・志村（2017）48） B 授業実践 小学生教員 食生活 タブレット、撮影

2017 － 7 有友（2017）49） B 授業実践 中学生 調理実習 タ ブ レ ッ ト P C の ノ ー ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン
（Metamoji Note）、ウエアラブルカメラ、動画

2017 － 8 中西・堀内（2017）50） B アンケート 教員 中学校家庭科教員の ICT に関する実態調査を行い、活用ツールとして PC、デジタルカ
メラ、プロジェクターが多く使用され、年代の高いものは、ICT 活用の必要性を感じて
いなかったことを報告した

2017 － 9 表（2017）51） B その他 教員 フィンランドにおける家庭科教育の近年の動向を明らかにしたもので、伝統菓子の作り
方のビデオ制作をする ICT 教育を含んだ実習が行われていたことを報告した。

2017 － 10 都甲（2017）52） B 授業実践 中学生 衣生活 ICT 教材

2017 － 11 山下・小川（2017）53） B アンケート 教員 静岡県内中学で実施されている住生活領域の授業実践（目的・方法・教材）の実態調査
をし、視聴覚教材の DVD やビデオ、コンピュータソフト・アプリ、シミュレーション
アプリの活用実態を報告した

2017 － 12 福田（2017）54） B 授業実践 小学生 衣生活 「ICT 活用を試みた」と記載されているが内容は不明

2017 － 13 永田ら（2017）55） B その他 大学生 消費生活 番組や動画クリップの活用

2017 － 14 加藤（2017）56） B 授業実践 高校生 調理実習 クックパット、ブログ、DVD 

2017 － 15 駒津・森田（2017）57） B 授業実践 高校生 服飾手芸 タブレット PC

2017 － 16 村上ら（2017）58） B 教材開発 中学生、高校生 食分野、住分野 AR、フリーソフト「Metasequoia」「NyARToolkit 
for Android」

2017 － 17 達富ら（2017）59） A 事例報告 小学生、中学生 衣生活・食生活 電子黒板、ビデオカメラ、PC、ムービーメーカー、
パワーポイント

2018 － 1 福田ら（2018）60） A 授業実践 大学生 小物づくり 学習指導ネットワークシステム e-ALPS

2018 － 2 赤木ら（2018）61） B アンケート 教員 家庭科の住生活学習における教員の ICT 活用実態と教師が求める ICT 教材及び活用方
法の内容について調査し、ICT 機器使用率の低いこと、パソコンや電子黒板を用いた使
いやす教材を希望していることを報告した

2018 － 3 榎本ら（2018）62） B アンケート 教員 中学校家庭科の住生活学習における ICT 機器の使用状況と課題を調査し、情報化上位
校教員のほうが ICT 機器をよく利用していたが、生徒の活用については差はないこと、
教員の年齢によって活用に差があることを報告した

2018 － 4 速水・瀬渡（2018）63） B アンケート 高校生 住居領域 電子黒板、実物投影機

2018 － 5 山際・宇多（2018）64） A アンケート 大学生 大学入学時の ICT 活用能力の実態調査し、情報活用の実践力、基本的技能は大幅に低
いことを報告した

2018 － 6 黒沼ら（2018）65） A 教材開発 大学生 衣服製作 Adobe DreamweaverCC、ハイビジョンカメラ JCV 
GY-HM200、iphone6s

2018 － 7 岡川・鈴木（2018）66） A 授業実践 高校生 住生活平面図 PC、表計算ソフト、電子ネットワーク、電子黒板、
電子ワークシート

2018 － 8 小倉ら（2018）67） A 授業実践 中学生 住生活領域 タ ブ レ ッ ト、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ カ メ ラ
FLIRONE

2018 － 9 田中（2018）68） A アンケート 大学生 家庭科と総合的な学習の時間をコラボレーションしたテーマで ICT を活用した模擬授
業を実践させ、これまで受けてきた授業や今後行いたい授業について意識調査を実施し
た。ICT の具体的な内容は不明。

2018 － 10 福田（2018）69） B アンケート 教員 子どもと教師の両方が学習・指導しやすい実習室の環境についての文献・実地・配票・
面接調査等を行い、観点別に検討した「ICT に対する満足度」は低いことを報告した

2018 － 11 福井ら（2018）70） B 教材開発 大学生 基本縫い オリジナル動画

2018 － 12 有友・ 和田（2018）71） B アンケート 中学生 だしの実習 タブレット PC、授業支援アプリケーション（ロイロ
ノート・スクール）、ウェアラブルカメラ

表1　CiNii Articles による検索結果（つづき）
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表1　CiNii Articles による検索結果（つづき）

文献 ID 著者（発表年）
論文
の種
類 a）

研究法 b） 対象
ICT を活用した内容・

領域・分野 活用機器等

（アンケート、その他の文献については調査の概要等）

2018 － 13 佐藤ら（2018）72） B アンケート 小・中・高校生 手の洗い方、調理実習 ICTを活用した授業実践のようだがICTの具体的内
容は読み取れず、調査結果のみ。

2018 － 14 中西・堀内（2018）73） B アンケート 教員 ICT 環境の整備状況が家庭科教員の ICT 活用指導力に与える影響、ICT 活用指導力と
ICT 活用に対する意識を調査し、ICT 活用の方法では教員が主体であること、一斉学習
の形態、導入・展開の場面での活用であったことを報告した

2018 － 15 正岡ら（2018）74） B アンケート 教員 中学校家庭科の住生活領域における ICT 機器の使用状況を調査し、授業内で ICT 機器
の使用頻度や生徒に ICT 機器を使用させる頻度が低いことを、ICT 使用率の高い内容
は、伝統的な住まい方、自然災害への備え、室内空気汚染であることを報告した

2018 － 16 佐藤・藤井（2018）75） B アンケート 教員 ICT 等の学校教育場面での活用場面、活用上の課題について調査し、家庭科教育では日
常生活をどのようにとらえるかや科学技術の発達が生活の質向上にどのように寄与す
るか等の内容を改めて検討し学習内容に反映させることが求められることを報告した

2018 － 17 鄭ら（2018）76） B 学生の授業実践 大学生 衣生活領域、食領域、住領域 ICT 教材、ICT 機器

2018 － 18 川原ら（2018）77） B 授業実践 小学生 生活と音 タブレット

2018 － 19 速水・瀬渡（2018）78） A アンケート 教員 中・高等学校の家庭科住居領域の指導の実態を調査し、ICT 活用状況では、最も活用さ
れている ICT 機器は教員用 PC、次が生徒用 PC であり、実物投影機、デジタル教科書
の使用は少ないことを報告した。

2018 － 20 村田ら（2018）79） B 事例報告 大学生 住生活（災害に備える） iPad、赤外線サーモグラフィカメラ、電子黒板

2018 － 21 有友（2018）80） A 授業実践 聴覚特別支援学
校中学部生徒

調理実習 電子黒板、タブレット PC、インターネット

2019 － 1 時任（2019）81） A 事例報告 教員 デート DV、きもの平面構造、節
の違い

e ポートホリオ（classi）、タブレット

2019 － 2 高橋（2019）82） A 授業実践 中学生 エネルギー タブレット、インターネット、画像取り込み、PMI
シート

2019 － 3 櫻井・前田（2019）83） A アンケート 教員 家庭科教育における ICT 活用の現状調査や ICT 活用授業実践例の収集を行い、情報を
投影・再生する機器やテレビの使用率が高いこと、ICT 活用が適していると感じる分野
は食や住分野であり、ICT 機器の不足や機器の操作方法理解不足などの課題を報告した

2019 － 4 川原ら（2019）84） A 授業実践 小学生 音と生活とのかかわり タブレット iPad、スピーカー、プロジェクター

2019 － 5 有友ら（2019）85） A 授業実践 中学生（帰国生
徒）

調理実習 タブレット、学習支援アプリケーション、デジタル
ポートフォリオ、デジタル教科書、ウェアラブルカ
メラ

2019 － 6 中西・堀内（2019）86） A アンケート 教員 ICT先進県と後進県の家庭科教員の課題を検討し、「授業中にICTを活用して指導する」
「生徒の ICT 活用を指導する」「情報モラルを使用する」という課題のあることを報告
した

2019 － 7 馬場（2019）87） A 授業実践 大学生 縫い方 DVD 教材、実物投影機

2019 － 8 神谷（2019）88） A 授業実践 大学生 幼児教育 PowerPoint、電子紙しばい、写真、スキャナ、プロ
ジェクションマッピング

2019 － 9 長山（2019）89） A 授業実践 大学生 食生活、製作実習、生活経営領域 デジタル動画、ワイアレス・スピーカー、ワイアレ
ス・マイクロフォン、PC、TV モニター 、カメラ、
タブレット

2020 － 1 山際 ・宇多（2020）4） A アンケート 大学生 大学入学時における情報活用の実践力、基本的技能、情報処理環境の実態調査を行い、
ICT 環境はある程度の高さにあるが、情報活用の実践力及び基本的技能については低い
ことを報告した

2020 － 2 西田（2020）90） A 授業実践 中・高校生 環境教育、調理実習でエコクッキ
ング、被服製作

PC、プロジェクター、PowerPoint、デジカメ、ス
マートフォン

2020 － 3 中里ら（2020）91） A 授業実践 小学生 快適な住まい方 タブレット iPad

2020 － 4 速水・瀬渡（2020）92） A 授業実践 高校生 住居領域 電子黒板、実物投影機

2020 － 5 楠　ら（2020）93） A 授業実践 カンボジア中学
生

スカート製作 iPhone6、アプリケーション：Viva Video

2020 － 6 松下ら（2020）94） A 教材開発 小学生 炊飯 シース熱電対、デジタル温度計

検索条件：データベース；CiNii Articles、キーワード；「家庭科」「ICT」、検索日；2020 年 12 月 5 日
a）A は論文または実践報告など、B は発表要旨または発表 概
b）  事例報告；筆者が直接授業を行っていない授業実践の紹介などをしている研究、授業実践；筆者が授業を実施

して、教材開発としたり意識調査を行っているもの、教材開発；教材を開発したが、授業は未実施のもの、そ
の他；授業と ICT 活用との関連がないものや不明のもの、アンケート；ICT に関する実態調査や意識調査を
行ったもの
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件）、中学生 0 件（2 件）、小学生 0 件（1 件）であった。授業実践は、授業に ICT を活用し授業の前後
で児童や生徒の変化を報告したもので、小学生のみが 4 件（3 件）、中学生のみ 2 件（3 件）、高校生の
みが 6 件（7 件）、大学生が 5 件（1 件）であった。大学生を対象とした研究は、ICT 活用を授業内に
盛り込み実践した報告 66）87）や、児童や生徒用に開発した教材を用い教員養成課程の学生を生徒に見立
てて模擬授業した実践研究 45）46）であった。さらに、事前に教材開発をして教育実習生として現場で実
践 44）した実践報告もあった。

（3）ICTを活用した家庭科の内容・題材の領域
ICT をどのような授業内容で活用したかについて領域別で分類し表 2 に示した。衣生活関連 16 件（7

件）、食生活関連 16 件（13 件）、住生活関連 11 件（9 件）、消費・環境関連 8 件（1 件）、家族・保育関
連 7 件（0 件）であった。

表2　ICTを活用した内容・題材の領域
領域 a） 論文 要旨・ 概
衣生活 16 7
食生活 16 13
住生活 11 9

生活経営 2 0
消費・環境 8 1
家族・保育 7 0

a）授業実践の領域が明らかでも ICT を活用が不
明確な場合は件数に含んでいない

表3　ICT教育に関する機器等のキーワード
論文 要旨 概 論文 要旨 概

タブレット（タブレット型 PC を含む） 16 11 学習支援アプリ 1 0
PC 6 1 デジタル教科書 1 0
電子黒板 10 7 デジタルコンテンツ 3 1
タッチペン 1 0 学習ソフト 1 0
VTR 1 0 ムービメーカー 1 1
DVD 3 2 e- ポートフォリオ 2 3
モニター 5 0 PMI シート 1 0
実物投影機（書画カメラ） 8 6 Key-Note 1 1
プロジェクター 5 1 電子ワークシート 1 0
ビデオカメラ 3 1 プレゼンテーションソフト 6 2
スマートフォン/iPhone 4 1 表計算ソフト 2 0
デジタルカメラ 5 1 ホームページ作成ソフト 1 0
ウェアラブルカメラ 0 2 スキャナー 3 0
サーモグラフィカメラ 1 1 画像取り込み 1 0
動画 6 7 インターネット 3 0
静止画 1 0 SNS・ツイッター・ブログ 1 1
プロジェクションマッピング 1 0 YouTube 1 0
学習支援ネットワークシステム 3 2 スピーカー 2 0
Moodle 2 0 マイク 1 0
AR（Augmented Reality; 拡張現実） 0 3 3D プリンター 1 0

図1　論文分類
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（4）ICT教育に関する機器等
ICT 教育に関する機器等を整理し表 3 に示した。タブレット（タブレット型 PC を含む）が最も多く

16 件（11 件）、次いで電子黒板 10 件（7 件）、実物投影機 8 件（6 件）と続いた。学習アプリやデジタ
ル教科書、デジタルコンテンツ、学習ソフトなどのデジタル化された学習教材は合計 6 件（1 件）、イ
ンターネット利用は 3 件、SNS・ツイッター・ブログは 1 件、YouTube は 1 件を抽出した。

（5）活用方法
活用の目的は「調理や製作のプロセスや作業の手元を大きく見せる」ため（ex. 文献 17・46）や、教

科書の図や写真などを拡大して理解を促すこと 66）であり、実物投影機、電子黒板（ex. 文献 92）、AR
（Augmented Reality）58）、静止画、動画が使用されていた。児童生徒が自分の進捗に合わせて動画を
見ながら作業を進め、知識や技術の確認のために活用されていた。生徒側の記録機器としては、デジ
タルノート（ex. 文献 14）、ノートアプリケーション、デジタルポートフォリオ（ex. 文献 81・85）、電
子ワークシート（ex. 文献 29）が利用され、個人意見を述べるときにも活用されていた。

電子ポストイットの利用 28）、住居の空間や家具をタブレット上で配置できるよう開発し、間取り図
の作成、擬似ネットショッピング、電子黒板による発表、電子ワークシートへの記録などの一連の作
業やグループ学習に利用 66）されていた。さらには、学習者自身がタブレットのカメラ機能、集音機能
を利用して画像や音を収集し発表や画像の編集 91）、あるいはクイズ作成に利用する 84）というように活
用されていた。タブレットに赤外線サーモグラフィカメラを取り付け測定機としての活用 67）もあった。

4．考察

本研究は、「家庭科」「ICT」の 2 つのキーワードを用いて検索し、抽出された文献をもとに家庭科教
育における ICT 活用について検討を行った。該当文献は 90 件を抽出した。そのうち 43 件は発表要旨
であり、家庭科教育における授業実践を検証した研究は少ないことが明らかとなった。今回は授業実
践に着目したため、発表要旨集も含めて授業で用いられた ICT 機器などを検討した。

まず、文献分析から、家庭科教育における ICT 活用の授業の特徴として、製作・実習のプロセスを
見せる効果や教材の拡大効果を狙っていることが明らかとなった。家庭科は体験的・実践的な活動を
特徴とする教科であるため、例えば、玉結びを見せる教材 17）（動画 37））では、児童が自分のペースに
合わせて何度も操作を確認でき、技能を獲得できるように工夫されている。生徒の調べ学習やホーム
ページを利用したグループ学習など意見交換や情報収集の手段として生徒自らが ICT を活用して進め
る授業実践もみられる。また、製作過程や作品を見せることに活用されている。ITC の活用によって、
教員の約 9 割は「生徒の興味・関心を高める効果」（96.2％）や「学習による理解度を高める効果」

（92.3％）があると回答しており 83）、その効果も実感されていると考えられる。しかしながら、先行研
究による授業実践をみるとその多くは、教員の教え方に児童・生徒が合わせるという教員主導による
学習過程に ICT を活用しているという形態である。これからの家庭科にはこれまでの成果や作成した
コンテンツを利用しながら、学び方を学習者が選べるということも期待したい。

ICT は、技能習得や体験という場面においても活用できるし、児童や生徒同士が情報を収集し、議
論し、情報交換などをする手段としても活用できるが、家庭科教育における活用は調査時点では遅れ
をとっていると考えられる。平成 29 年告示学習指導要領では「どのように学ぶか」ということにおい
て、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が求められている。重視しているのはアクティ
ブ・ラーニングの視点から「学習過程の改善」である。生徒が理解しにくい場合は教員側の方法を変
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革していかねばならないといえるであろう。青木ら 18）は教職 e ポートフォリオ利用の研究において、
オンラインでの e ポートフォリオ活用は、内容の編集・再編集・分析が容易なこと、多量なデータを
保存可能なこと、劣化しないこと、複製も容易なこと、ネットワークを通してどこからでもアクセス
が可能なこと、インターネットに接続できる自宅の PC やスマートフォンからもアクセスができるとい
う利点があると述べている。これらの利点は、コロナ禍で進んだオンライン授業を実践した教員は実
感した事柄と推察される。開発した教材をうまく活用すれば製作や実習等の体験を重視する授業を反
転授業にすることが可能となり、これまでの教員主導の方法を変更することが可能である。開発した
ICT教材を予習・復習に活用することもできる。教室内で手元を大きく拡大した教材は大変有効であっ
たので、教室内で見せるだけでなく配信すればいつでもどこでも見ることが可能となる。これに加え
て、生徒や児童が質問や疑問を述べる方法や教員がコメントやアドバイスを送る方法を工夫し双方向
型授業とし、開発したコンテンツをそのやりとりの中で利用すればこれまでの学びの過程を変更する
ことはそれほど難しいことではない。その際、児童・生徒はデジタルコンテンツや ICT 機器を自ら取
捨選択して主体的に活動するように、教員側にはその行動を深い学びへと導くように期待したい。

その次に ICT 活用には様々な問題があることにも触れておく。ICT の設備や支援体制が整備途上で
ある場合、ICT を活用した授業実践には困難さがある 86）。情報化の対応の遅れ、学習場面におけるデ
ジタルデバイスの使用低調も報告されている 3）。各学校における ICT 設備・環境を整えていくことは
喫緊の課題である。ICT 整備の先進県の家庭科教員は、忙しさゆえに研修や相談時間をとれないと感
じていた 86）ことから、ICT 活用のための環境は、設備だけでなく研修や ICT 支援員に加えて、学校内
の教員間・家庭科教員間の学びあいの機会提供も必要になろう。また、50 歳代、60 歳代の家庭科教員
は「ICT 活用」の割合が低く、「活用の必要性を感じていない」者の割合が高い 50）と報告され、教員
側のICT活用能力や活用に対する意識がICT活用の障害になっていることは否めない。学校現場では、
学習指導・生徒指導に加え複雑化・多様化した課題が教員に集中し、教員が担うべき業務の範囲が拡
大している問題や教員の長時間労働の問題 3）もある。このような状況は家庭科教員においても例外で
はなく、ICT 活用を進める一方で多岐にわたる問題を解決する必要がある。

最後に、このような状況の中、校内における LMS（学習管理システム：Learning Management 
System）の整備も順次進むと考えられるので、これらを活用した授業実践例が多く出ることを期待し
たい。また、ICT を活用した教育の発展には教員側のスキルや意識の影響もあることから、教員養成
機関においては教員を目指す学生たちに現場の実態を理解させるとともに、ICT 活用能力や ICT 育成
能力等のスキルをしっかり身につけさせて、現場に送り出す必要性が再認識されたといえる。
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